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図15上御倉古墳石屋形の現状

していた写真と比較してみた（図13)。その結果、

地震による落石だと説明された石材は、以前から床

面にあった石材であることが判明した。このとき、

思い込みの怖さ、そして明確な証拠にもとづいて被

災の程度を判定することの大切さを痛感した。

同様のことは、石室壁体の準みを指摘された際に

も感じた。地震以前に比べて大きく傾いている場合

は別だが、地震以前よりもわずかに芋んでいるよう

に‘思うと説明されても、やはり何らかの証拠がない

と、そうと断定することは難しかった。常日頃から

遺跡の管理をされている方が抱く印象はきわめて大

切だとは‘思うが、やはり、被災状況・程度の判定に

は客観的な根拠が欲しいと思う。

そうしたとき、後世に持ち込まれた石材も含めて

現状をそのまま記録する三次元データの有用性はは

かりしれない。被災前と被災後の形状の違いを客観

的な数値で比較できるからだ。図面では、人の判断

による取捨選択が働くので、本来の石室構造に関係

しない異物は図化されない可能性がある。断面図の

作成箇所も限定的である。また、写真でも、すべて

の部分が網羅的に撮影されるとは限らない。こと被

災状況・程度の判定となった場合、従来の図面や写

真のみでは限界があるのである。

上御倉古墳石室の三次元計測ところで、私も阿

蘇市上御倉古墳の横穴式石室を三次元計測したこと

がある。それは地震発生の7ケ月前、2015年9月

のことだったが、当時は石室の形状を三次元データ

として残すというような高い目的があったのではな

く、玄室床面に石屋形の屋根石が転落しており、そ

のせいで安全に脚立を設置することができなかった

から玄室の高所を実測することができず､そのため、

手実測が不可能な箇所についてはオルソ画像から図

図16上御倉古墳石屋形復元想定図

面を起こすことを計画したに過ぎない。作業は株式

会社とつぺんに依頼したが、今‘思えばSfMによる三

次元計測を行っていただいたことになる。

正直に告白すれば、当初は実測図の補助としての

オルソ画像（図14)ができあがればそれでよしと

考えていた。しかし、納品されたデータを拝見し、

すべての点群に国十座標が与えられていることを知

り、また三次元モデルのイメージ画像をパソコンで

さまざまに動かしてみるなどするうちに、三次元

データとして記録することの重要性と将来への可能

性にようやく,思いが至るようになった。さらに、転

落した屋根石を元の位置に据え直した石屋形のイ

メージも作成していただいたが（図15．16)、こん

なこともできるのかと驚くと同時に、文化財の保護

や修復、さらには視覚に訴えるかたちでの市民への

文化財の普及活動にも三次元データはきわめて有効

なものになり得ると実感した。

そして、昨年、熊本地震が発生したのである。た

またま実施していた上御倉古墳石室の三次元計測

だったが、今は石室のみではなく墳丘も含めたかた

ちで三次元データを残せないかと考えており、それ

をどのようなかたちで報告書に反映させるのか、模

索している最中である。

調査手順の1つとしての三次元計測近年、鏡や

甲胃、埴輪の研究などで三次元データが用いられる

ようになってきている｡古墳の墳丘測量においても、

三次元航空レーザ測量の有効性が認識されるように

なってきた。しかし今後は、測量・発掘調査の記録

手法として、従来からの実測図作成や写真撮影に加

えて三次元計測もその手順の1つに位置づけられて

よいのではないか。たとえば、横穴式石室を調査す

る際には、かならず三次元計測も行うようにする。






